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リスク専門部会の目的と体制

目的

 確率論的リスク評価（Probabilistic Risk Assessment：PRA）の手法及びそれか
ら得られるリスク情報を活用するための方法に関する標準を策定する

 PRA 標準の理解促進及び，標準の考え方の普及を目的として、講習会開催
やPRA教科書作成に取り組む。

体制

 部会長：山口彰（阪大）、副部会長：山下正弘（JNES)、幹事：成宮祥介（関電）

 委員：学識経験者、学術研究機関、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社、製造業、電力事業者等、
関係官庁、非営利団体から参加。

 リスク評価基準体系化戦略タスク：部会傘下に設置。将来のPRA標準策定計
画を構築する。

 PRA活用検討タスク ：部会傘下に設置。『ＰＲＡからのリスク情報を、安全確保
に係る意思決定に用いる際に必要な事柄は何か』をテーマに意見交換を行う。

 「原子力施設の確率論的リスク評価」 研究専門委員会：標準委員会外の研究
専門委員会。PRA手法の開発・研究を行い部会への材料提示を担う。
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リスク専門部会の活動実績（その１）

・講習会
・教科書の発行
・原子力学会年会での発表
・原子力学会誌への投稿

・策定標準の英訳化
・海外標準（IAEA等）との整合性

・ 必要な研究テーマの提案

標準委員会 リスク専門部会

原子力施設の確率論的リスク評価研究専門委員会

・PRA手法の開発
・人材育成

原子力学会

・外的事象ＰＲＡの拡大（単独、随伴）
・標準内容の充実
・対象施設の拡大（サイクル施設等）
・評価事例集の充実

産業界

規制機関

大学

電中研

ＪＡＥＡ

海外
関係機関

リスク評価標準の完結性

研究の活性化

普及・理解促進

国際的な協調

研究の活性化・人材の充実

◎リスク情報による意思決定
－リスクプロフィールから
脆弱点の把握と対象抽出
－安全向上策の効果評価

◎リスク評価結果の審査
－リスク評価の妥当性
－実施対策の有効性
－リスク評価の規制への活用

◎リスク評価手法の高度化
－ＰＲＡ手法の開発・改良
－データ整備
－最新知見の収集と反映

◎リスク評価
－内的ＰＲＡ
－外的ＰＲＡ
－ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰ

※産業界とは、事業者、ﾒｰｶ、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ会社を示す。

産業界

産業界

第三者
機関

第三者機関
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リスク専門部会の活動実績（その２）

分科会 策定標準 状況（２０１３．３．２８）

レベル1PRA分科会 レベル1PSA標準:2008 改定作業中

レベル2PSA分科会 レベル2PSA標準:2008 発行済み

レベル3PSA分科会 レベル3PSA標準:2008 発行済み

レベル1PRA分科会 停止時PSA標準:2010 発行済み

レベル1PRA分科会 PSA用パラメータ推定標準:2010 発行済み

地震PＲA分科会 地震PSA標準:2007 改定作業中

ﾘｽｸ情報活用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ分科会 リスク情報活用標準:2010 発行済み

津波PRA分科会 津波PRA標準:2011 発行済み。評価事例集作成中。改定
（地震随伴への拡張）中。

内部溢水PRA分科会 内部溢水PRA標準2012 発行済み

火災PRA分科会 内部火災PRA標準（案） 策定作業中

ＰＲＡ品質確保分科会 ＰＲＡ品質確保標準（案） 策定作業中

ﾘｽｸ専門部会 PRA共通用語集:2011 発行済み

※２０１１年以降に制定する標準ならびに分科会名は、PSAに替えてＰＲＡを用いることとした。改定時に見直していく。


